
委
員
会
は
中
島
副
委
員
長
の

挨
拶
で
開
会
し
、
議
長
に
は
伊

藤
稔
委
員
（
仙
台
建
築
分
会
）

を
選
出
し
た
。
伊
藤
議
長
は
就

任
に
あ
た
り
、
①
仙
台
車
セ
で

の
珪
砂
問
題
に
続
き
、
有
害
物

質
含
有
洗
浄
剤
の
強
制
使
用
問

題
、
②
建
築
分
会
で
郡
山
へ
の

異
動
を
希
望
し
て
る
組
合
員
が

戻
れ
た
こ
と
に
対
し
て
の
お
礼
、

③
組
織
対
策
費
に
一
定
の
縛
り

の
必
要
性
と
今
後
は
専
従
者
の

確
保
に
充
て
る
こ
と
へ
の
検
討

要
請
を
述
べ
て
議
事
に
入
っ
た
。

続
い
て
地
本
を
代
表
し
、
五

十
嵐
委
員
長
は
、
以
下
の
挨
拶

を
行
っ
た
。
（
要
旨
）

▼
政
治
。
昨
年
10
月
の
解
散
総

選
挙
で
自
公
連
立
与
党
が
３
１

３
議
席
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め

た
が
得
票
率
が
48
％
で
議
席
の

四
分
の
三
を
占
め
る
と
い
う
小

選
挙
区
制
の
問
題
点
が
改
め
て

露
呈
。
決
し
て
民
意
の
反
映
で

は
な
い
が
、
相
手
は
改
憲
に
向

け
一
気
呵
成
の
情
勢
。
改
憲
阻

止
、
反
基
地
、
脱
原
発
、
労
働

法
制
改
悪
反
対
な
ど
の
運
動
を

全
力
で
進
め
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
７
年

経
過
し
マ
ス
コ
ミ
も
触
れ
ず
風

化
の
懸
念
。
だ
が
5
万
人
超
の

避
難
者
、
賠
償
金
の
打
ち
切
り

等
問
題
山
積
、
避
難
困
難
地
域

は
何
も
解
決
し
て
い
な
い
。
今

後
も
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
集
会

や
3
月
17
日
の
県
民
大
集
会
へ

の
参
加
し
被
災
地
に
寄
り
添
っ

た
運
動
を
進
め
て
い
く
。

▼
労
働
条
件
に
関
す
る
労
働
協

約
改
訂
の
取
組
み
。
職
場
・
生

活
実
態
を
元
に
、
他
労
組
も
含

め
た
要
求
の
多
数
派
と
し
て
、

引
き
続
き
全
力
を
挙
げ
る
。

現
在
「
一
人
一
要
求
」
作
り

に
向
け
て
分
会
や
班
で
話
し
合

い
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が

他
労
組
も
巻
き
込
み
職
場
の
課

題
改
善
に
向
け
て
取
組
み
を
強

化
し
よ
う
。
職
場
の
「
要
員
不

足
」
の
一
言
で
片
づ
け
る
の
で

は
な
く
、
具
体
的
に
問
題
や
実

態
を
集
約
し
、
事
実
を
掴
み
改

善
に
向
け
た
議
論
を
強
化
し
よ

う
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
通
し

て
大
衆
行
動
へ
繋
げ
、
3
月
9

日
の
国
労
東
北
総
決
起
集
会
、

3
月
10
日
の
仙
台
総
行
動
の
成

功
を
勝
ち
取
ろ
う
。

▼
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
。

昨
年
9
月
の
蕨
変
電
所
事
故
、

12
月
の
京
浜
東
北
線
で
の
架
線

切
断
事
故
等
、
大
規
模
輸
送
障

害
が
続
発
。
ま
た
白
河
で
の
Ｂ

Ｒ
点
検
作
業
中
に
発
生
し
た
渡

辺
さ
ん
の
労
災
死
亡
事
故
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
原
因
究
明

と
背
後
に
隠
れ
る
要
員
問
題
を

技
術
継
承
問
題
と
合
わ
せ
て
運

動
を
強
化
し
て
い
く
。

エ
ル
ダ
ー
職
場
の
労
働
条
件

改
善
と
業
務
委
託
。
安
全
・
サ
ー

ビ
ス
が
な
い
が
し
ろ
と
の
実
態

報
告
が
あ
る
。
福
島
テ
ク
ノ
の

車
内
清
掃
改
善
の
取
組
み
、
委

託
駅
職
場
で
の
36
協
定
代
表
選

挙
の
取
組
み
に
学
び
つ
つ
、
交

渉
の
窓
口
づ
く
り
も
進
め
る
。

▼
組
織
拡
大
。
20
～
30
代
の
組

合
員
の
加
入
が
あ
る
中
、
地
本

の
青
年
対
策
と
し
て
30
代
の
特

別
執
行
委
員
を
迎
え
た
。
各
種

対
策
会
議
で
意
思
統
一
を
図
り
、

更
な
る
青
年
組
織
の
加
入
促
進

と
今
後
を
見
据
え
た
組
織
体
制

の
強
化
を
図
る
。
郡
山
駅
連
分

会
等
の
取
組
み
に
学
び
、
他
労

組
を
巻
き
込
ん
だ
要
求
作
り
を

実
践
し
組
織
拡
大
に
繋
げ
よ
う
。

▼
春
闘
。
中
央
方
針
を
ベ
ー
ス

に
こ
の
間
、
各
地
区
集
会
で
意

思
統
一
し
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
課
題
を
実
践
し
、
大

衆
行
動
に
多
く
の
組
合
員
を
結

集
し
よ
う
。
一
人
一
要
求
作
り

に
こ
だ
わ
り
、
現
場
長
と
の
話

し
合
い
か
ら
会
社
共
通
の
課
題

に
多
く
の
社
員
の
声
を
反
映
さ

せ
よ
う
。
ま
た
産
別
の
仲
間
と

交
流
し
団
結
を
深
め
合
う
18
春

闘
を
作
り
上
げ
る
た
め
、
全
組

合
員
の
理
解
と
協
力
を
―
と
述

べ
、
忌
憚
の
な
い
委
員
の
発
言

を
要
請
し
た
。

来
賓
（
次
頁
☚
）
の
あ
い
さ

つ
後
、
一
般
財
団
法
人
国
労
会

館
仙
台
地
方
部
の
労
働
講
座
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回

原
告
団
の
乗
客
原
告
団
の
鈴
木

圭
子
副
団
長
よ
り
、
「
航
空
分

野
の
安
全
文
化
と
労
働
組
合
の

果
た
す
役
割
」
と
題
し
た
講
演

を
受
け
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
客
室

乗
務
員
の
解
雇
は
不
当
で
あ
り
、

そ
の
真
の
狙
い
は
何
か
、
そ
し

て
安
全
運
航
に
は
ベ
テ
ラ
ン
社

員
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る

な
ど
の
講
演
を
通
し
て
、
同
じ

公
共
交
通
の
安
全
を
担
う
も
の

と
し
て
、
ま
た
不
当
解
雇
撤
回

闘
争
を
経
験
し
た
労
働
組
合
と

し
て
、
再
度
連
帯
し
共
に
闘
う

決
意
を
確
認
し
合
っ
た
。

さ
ら
に
東
日
本
本
部
伊
藤
書

記
長
は
、
エ
リ
ア
委
員
会
で
決

定
さ
れ
た
運
動
方
針
と
18
春
闘

の
取
り
組
み
状
況
等
を
報
告
し

た
。
（
別
掲
☚
）

原
子
書
記
長
が
経
過
と
方
針

を
提
起
し
、
委
員
か
ら
の
質
疑

と
答
弁
、
書
記
長
集
約
が
行
わ

れ
全
て
の
議
題
が
承
認
さ
れ
た
。

【
※
委
員
の
発
言
と
答
弁
、
集

約
等
は
別
途
掲
載
予
定
】
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12
・
20

地
本
調
査
部
長
会
議

1
・
7

活
動
家
交
流
集
会

1
・
12

第
4
回
執
行
委
員
会

1
・
20

地
本
組
織
対
策
会
議

1
・
27

第
１
８
８
回
中
央
委
員
会

2
・
10

第
35
回
東
日
本
本
部
拡
大
委
員
会

2
・
13

第
5
回
執
行
委
員
会
・
支
部
代
表
者
会
議

2
・
13

第
3
回
春
闘
事
務
局
会
議

2
・
17

第
１
２
９
回
定
期
地
方
委
員
会

2
・
18

第
63
回
安
プ
ロ
・
第
54
回
各
支
部
業
務
部
長
会
議

2
・
18

第
75
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

地
方
本
部
は
2
月
17
日
、
仙
台
市
内
に
お
い
て
、
第
１
２
９

回
定
期
地
方
委
員
会
を
開
催
し
た
。

 
委
員
会
で
は
出
席
し
た
委
員
の
真
摯
な
討
論
を
経
て
、
２
０

１
８
春
闘
を
始
め
と
し
た
当
面
す
る
闘
争
方
針
な
ど
全
て
の
議

題
が
承
認
さ
れ
、
取
組
み
の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
た
。

▼
18
年
春
闘
。
1
万
2
千

円
ベ
ア
含
む
10
項
目
の
要
求

を
2
月
13
日
に
各
社
一
斉
提

出
。
貨
物
は
既
に
本
部
闘
争

指
示
39
号
で
諸
行
動
の
展
開

が
指
示
さ
れ
、
Ｇ
会
社
に
つ

い
て
は
、
東
日
本
本
部
エ
リ

ア
で
は
ジ
ェ
ス
で
の
賃
上
げ

と
労
働
条
件
改
善
に
向
け
た

内
容
で
、
プ
ロ
パ
ー
組
合
員

の
方
々
と
検
討
に
入
っ
て
い

る
。
加
え
て
要
求
獲
得
に
は
、

交
渉
の
後
押
し
と
し
て
の
大

衆
的
な
運
動
の
強
化
が
必
要
。

委
員
会
で
報
告
の
あ
っ
た
、

具
体
的
成
果
の
あ
っ
た
取
組

み
に
学
び
、
創
意
工
夫
し
た

取
組
み
の
実
践
が
春
闘
再
構

築
の
近
道
。

▼
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
。

昨
年
か
ら
6
件
連
続
し
て
数

十
万
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
大

規
模
輸
送
障
害
が
発
生
。
原

因
は
部
材
の
劣
化
、
作
業
者
・

検
査
者
に
人
的
ミ
ス
と
さ
れ

て
い
る
が
、
事
故
対
策
と
ル
ー

ル
を
守
れ
る
要
員
体
制
、
技

術
力
の
問
題
等
、
背
後
要
因

も
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
54
歳
以
上

の
社
員
が
3
割
を
占
め
る
。

18
年
度
退
職
者
数
が
3
千
9

百
、
採
用
数
が
千
8
百
で
あ

り
要
員
逼
迫
は
明
白
。
要
員

要
求
と
共
に
、
日
々
職
場
の

諸
問
題
を
取
上
げ
、
仕
事
・

職
場
総
点
検
運
動
を
進
め
、

要
求
集
約
と
改
善
の
取
組
み
、

ま
た
支
社
・
本
社
の
要
求
を

住
み
分
け
交
渉
強
化
を
図
る
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
大
会

以
降
、
「
最
後
は
国
労
で
」

の
世
代
か
ら
「
こ
れ
か
ら
は

国
労
で
」
の
若
い
世
代
を
Ｇ

会
社
の
プ
ロ
パ
ー
社
員
も
含

め
4
人
を
拡
大
。

こ
れ
は
、
仕
事
や
職
場
に
こ

だ
わ
り
、
他
労
組
と
壁
を
作

ら
ず
今
の
実
態
に
向
き
合
い

職
場
の
内
外
で
接
す
る
こ
と

や
自
分
の
職
場
を
変
え
る
努

力
を
す
る
こ
と
。
迷
い
・
悩

み
・
困
っ
て
い
る
仲
間
を
放

置
し
な
い
取
組
み
か
ら
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
。
そ
し
て

「
国
労
に
来
い
・
一
緒
に
頑

張
ろ
う
」
と
声
を
か
け
る
実

践
の
結
果
。

東
日
本
管
内
に
い
る
約
80
人

の
平
成
採
用
組
合
員
に
ど
の

よ
う
な
国
労
の
姿
で
残
し
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
の
か
が
国

鉄
世
代
の
宿
題
。
国
労
の
7

割
を
占
め
る
東
日
本
本
部
で

あ
り
課
題
は
大
き
く
、
今
後

議
論
を
進
め
て
い
く
。

▼
他
労
組
状
況
。
産
経
新
聞

に
東
労
組
が
ス
ト
を
構
え
て

い
る
と
報
道
が
さ
れ
た
。
他

労
組
の
方
針
に
口
を
出
す
立

場
に
な
い
が
、
こ
の
間
の
対

応
等
を
見
る
と
、
会
社
と
の

力
関
係
を
、
今
一
度
「
一
企

業
一
組
合
」
路
線
時
代
に
戻

す
た
め
の
紛
争
の
道
具
に
し

て
い
る
感
が
あ
る
。
不
安
や

動
揺
し
て
い
る
東
労
組
組
合

員
は
増
え
て
お
り
、
職
場
の

働
き
方
を
見
直
し
、
問
題
解

決
の
た
め
共
に
国
労
で
頑
張

ろ
う
と
一
人
ひ
と
り
が
加
入

を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
重
要
。

地本五十嵐委員長

東日本 伊藤書記長



事
の
発
端
は
、
11
月
21
日
に

外
板
洗
浄
作
業
中
に
、
作
業
員

が
誤
っ
て
右
足
大
腿
部
に
洗
浄

剤
を
浸
け
て
し
ま
い
、
そ
の
後

に
「
痒
い
痒
い
」
と
言
い
出
し

た
こ
と
に
始
ま
っ
た
。

作
業
終
了
後
、
作
業
員
が
ロ
ッ

カ
ー
室
で
作
業
ズ
ボ
ン
を
脱
い

だ
と
こ
ろ
、
太
も
も
が
赤
く
な
っ

て
い
た
（
数
名
が
確
認
）
。

こ
の
事
象
か
ら
、
使
用
し
て
い

る
洗
浄
剤
に
対
し
て
疑
念
を
抱

い
た
組
合
員
の
Ｇ
さ
ん
が
、
洗

浄
剤
容
器
の
ラ
ベ
ル
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
危
険
・
腐
食
性
・

健
康
有
害
の
マ
ー
ク
が
表
示
さ

れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
「
全
て

の
安
全
注
意
を
読
み
理
解
す
る

ま
で
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
」
と

も
記
載
さ
れ
て
い
た
。
含
有
さ

れ
て
い
る
酸
化
フ
ッ
化
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム
は
、
単
一
で
は
劇
物
、

混
合
物
で
も
4
％
以
上
で
劇
物

に
な
る
。
「
全
て
の
安
全
注
意
」

と
は
化
学
物
質
を
扱
う
作
業
場

に
は
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
（
Ｓ

Ｄ
Ｓ
）
を
掲
出
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
Ｇ
さ
ん
は
テ
ク
ノ
に

対
し
、
①
取
り
扱
い
の
説
明
会

の
実
施
、
②
安
全
デ
ー
タ
シ
ー

ト
の
設
置
、
③
防
水
カ
ッ
パ
の

貸
与
を
提
案
し
た
。

そ
の
後
外
板
洗
浄
作
業
は
中

断
さ
れ
た
が
、
説
明
会
の
動
き

が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
Ｇ
さ
ん

は
12
月
1
日
に
、
前
記
①
～
③

の
再
要
請
と
垂
れ
流
し
さ
れ
て

い
た
廃
液
（
北
1
番
線
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
ひ
び
割
れ
地
下
に

浸
透
）
の
水
質
調
査
も
合
わ
せ

て
要
請
。

し
か
し
テ
ク
ノ
は
12
月
4
日
、

説
明
会
を
行
う
前
に
作
業
再
開

の
意
思
を
示
し
た
た
め
、
Ｇ
さ

ん
ら
は
12
月
6
日
と
7
日
に
労

働
基
準
監
督
署
に
相
談
を
し
た
。

そ
の
際
に
労
基
署
か
ら
化
学

物
質
を
取
扱
う
作
業
に
関
す
る

危
険
性
等
の
資
料
を
受
け
取
っ

た
。
12
月
13
日
、
製
造
会
社
で

あ
る
太
田
隆
（
株
）
の
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、
質
問
の
際
に
Ｓ

Ｄ
Ｓ
に
記
載
の
あ
る
設
備
対
策

と
し
て
、
洗
眼
器
と
全
身
シ
ャ

ワ
ー
、
呼
吸
器
保
護
具
と
し
て

酸
性
ガ
ス
用
防
毒
マ
ス
ク
、
ゴ
ー

グ
ル
型
の
保
護
眼
鏡
を
備
え
る

こ
と
を
確
認
し
た
が
、
酸
化
フ
ッ

化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
の
含
有
量
に

つ
い
て
は
、
「
3
％
台
。
そ
れ

以
上
は
企
業
秘
密
」
と
さ
れ
回

答
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

今
年
1
月
16
日
、
テ
ク
ノ
は

清
掃
改
善
委
員
会
を
開
催
し
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｓ
対
応
の
保
護
用
具
を

用
意
（
以
前
用
意
し
た
も
の
は

水
が
浸
み
る
カ
ッ
パ
）
し
た
。

北
1
番
線
の
修
繕
工
事
終
了
後
、

外
板
清
掃
を
再
開
す
る
」
と
し

た
。
し
か
し
Ｓ
Ｄ
Ｓ
で
は
全
身

保
護
具
着
用
と
な
っ
て
お
り
、

①
適
合
品
で
あ
る
シ
ー
ル
ド
付

き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
②
身
体
洗
浄

箇
所
の
指
定
、
③
環
境
配
慮
の

注
意
事
項
に
あ
る
、
関
係
者
以

外
立
ち
入
り
禁
止
範
囲
の
指
定

と
近
隣
住
民
へ
の
周
知
と
理
解

を
得
る
こ
と
、
④
空
気
呼
吸
器

の
準
備
、
⑤
水
質
検
査
に
つ
い

て
求
め
た
。

し
か
し
テ
ク
ノ
は
2
月
2
日

に
「
来
週
か
ら
外
板
清
掃
を
再

開
す
る
」
旨
を
伝
え
、
「
約
束

し
た
準
備
物
が
整
っ
て
い
な
い
」

と
の
質
問
に
は
「
や
り
た
く
な

い
な
ら
や
ら
な
く
て
よ
い
」
と

発
言
。

2
月
8
日
の
朝
礼
点
呼
で
は

「
今
日
か
ら
外
板
清
掃
を
開
始

す
る
。
や
ら
な
い
人
は
業
務
指

示
違
反
で
処
分
に
な
る
」
と
強

硬
実
施
。

Ｇ
さ
ん
ら
は
、
翌
2
月
9
日

に
労
基
署
を
訪
れ
て
こ
の
間
の

経
緯
を
説
明
し
、
労
働
安
全
衛

生
法
違
反
の
疑
い
で
「
申
告
」

の
手
続
き
を
行
っ
た
。

ま
た
、
仙
台
市
環
境
課
に
水

質
調
査
の
依
頼
も
行
っ
た
。

そ
の
後
2
月
20
日
に
仙
台
市

環
境
課
か
ら
は
、
「
河
川
の
水

質
に
は
現
在
異
常
な
し
。
今
後

土
壌
と
下
水
の
調
査
を
す
る
」

と
連
絡
が
あ
っ
た
。

ま
た
2
月
22
日
に
は
労
基
署

が
立
ち
入
り
調
査
を
実
施
。

23
日
の
朝
礼
点
呼
で
テ
ク
ノ

は
、
労
基
署
の
立
ち
入
り
に
つ

い
て
、
「
保
護
用
具
の
定
期
交

換
の
指
導
は
あ
っ
た
が
、
特
に

大
き
な
問
題
は
な
い
」
と
報
告
。

し
か
し
夕
方
、
労
基
署
か
ら

の
連
絡
で
は
、
①
使
用
す
る
洗

浄
剤
（
メ
タ
リ
ッ
ク
ス
・
パ
ー

フ
ル
両
方
）
に
は
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

文
書
化
す
る
よ
う
指
導
、
②
保

護
衣
類
と
防
毒
マ
ス
ク
の
フ
ィ

ル
タ
ー
は
定
期
点
検
と
交
換
を

行
う
よ
う
指
導
、
③
身
体
洗
浄

設
備
は
準
備
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
使
用
す
る
か
否
か

は
労
働
者
の
判
断
、
④
指
導
書

は
出
す
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

3
月
1
日
、
労
基
署
か
ら
Ｇ

さ
ん
に
テ
ク
ノ
仙
台
東
営
業
所

所
長
と
副
所
長
に
対
し
指
導
書

を
交
付
し
た
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

Ｇ
さ
ん
が
労
基
署
に
出
向
き

確
認
し
た
内
容
は
以
下
の
通
り
。

①
パ
ー
フ
ル
に
つ
い
て
の
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
労
働

者
に
教
育
を
行
う
こ
と
、
②
防

護
衣
、
防
毒
マ
ス
ク
の
フ
ィ
ル

タ
ー
は
台
帳
に
記
録
し
定
期
的

に
点
検
し
交
換
す
る
こ
と
、
で

あ
り
、
以
上
に
つ
い
て
概
ね
一

か
月
以
内
に
実
施
し
、
報
告
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
3
月
1
日
現
在
）

【
昌
】
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ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
テ
ク
ノ
）
東
営
業

所
で
は
、
昨
年
11
月
中
旬
頃
か
ら
、
車
両
の
外
板
清
掃
に
使
用

す
る
洗
浄
剤
を
「
メ
タ
リ
ッ
ク
ス
（
シ
ュ
ウ
酸
）
」
か
ら
「
パ
ー

フ
ル
さ
び
取
り
Ｓ
Ｆ
（
混
合
物
）
」
に
変
更
。

し
か
し
新
洗
浄
剤
を
使
用
し
た
作
業
員
の
身
体
に
異
常
が
現

れ
た
こ
と
か
ら
、
疑
問
を
抱
い
た
エ
ル
ダ
ー
出
向
中
の
組
合
員

が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
問
題
が
発
覚
し
た
。
以
下
に
そ

の
是
正
に
向
け
て
取
組
み
を
し
た
事
象
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

今
春
闘
時
期
に
お
い
て
、
各

級
機
関
か
ら
「
ス
ト
ラ
イ
キ

を
背
景
に
し
た
闘
い
の
要
請
」

文
書
が
地
方
本
部
に
寄
せ
ら

れ
て
い
る
の
で
掲
載
す
る
。

な
お
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
上
部
機
関
に
伝

え
て
い
る
。

地
方
本
部
宛
（
要
請
日
順
）

宮
城
県
支
部

仙
台
電
車
区
分
会

仙
台
建
築
分
会

貨
物
宮
城
分
会

仙
台
宮
城
野
運
輸
区
分
会

貨
物
福
島
分
会

郡
工
支
部
貨
物
分
会

仙
石
線
駅
連
合
分
会

中
央
本
部
及
び
東
日
本
本
部

へ
直
接
激
励
・
要
請
行
動

宮
城
県
支
部

退
職
の
お
知
ら
せ

11
月
30
日
付

落
合

実
さ
ん

仙
台
駅
連

（
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
北
仙
台
）

川
島

邦
彦
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

横
山

俊
美
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
郡
山
）

五
十
嵐

新
治
さ
ん

福
島
地
区

（
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
二
本
松
）

公
家

誠
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

佐
藤

宏
明
さ
ん

福
島
地
区

（
テ
ク
ノ
東
営
業
所
）

12
月
31
日
付

坂

三
也
さ
ん

貨
物
宮
城
（
嘱
託
）

加
藤

和
子
さ
ん

仙
台
駅
連

（
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
仙
台
）

能
登
井

康
夫
さ
ん

新
庄
連
合

（
第
一
建
設
新
庄
）

梅
内

信
博
さ
ん

郡
工
車
体
科
（
退
職
）

大
豆
田

敏
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

（
東
北
ロ
ジ
）

千
葉

庸
逸
さ
ん

仙
石
線
駅
連
合

（
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
宮
城
野
原
）

薄

智
志
さ
ん

郡
山
駅
連
合
（
退
職
）

大
友

潤
一
さ
ん

郡
山
駅
連
合
（
退
職
）

1
月
31
日
付

池
田

茂
さ
ん

山
形
連
合

（
テ
ク
ノ
山
形
）

太
田

慎
一
さ
ん

仙
総
車
体

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

助
川

出
さ
ん

仙
総
車
体

（
東
北
工
機
）

伊
藤

清
志
さ
ん

仙
総
運
転

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
）

成
田

隆
さ
ん

仙
台
駅
連
（
退
職
）

鈴
木

昌
則
さ
ん

仙
台
電
車
区

（
テ
ク
ノ
東
営
業
所
）

乙
部

八
雄
さ
ん

福
島
地
区

（
東
鉄
工
業
）

佐
藤

春
男
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区
（
退
職
）

佐
々
木

幸
一
さ
ん

仙
総
運
転

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

田
口

貞
治
さ
ん

仙
総
台
車

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
）

持
地

久
夫
さ
ん

郡
山
設
備

（
仙
建
福
島
）

エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
退
職

11
月
30
日
付

阿
部

昭
治
さ
ん

仙
総
・
車
体

（
東
北
鉄
道
運
輸
）

12
月
31
日
付

河
村

孝
雄
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

1
月
31
日
付

安
齋

則
之
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
・
更
新
）

若
竹

敏
男
さ
ん

郡
山
設
備

（
Ｂ
Ｔ
郡
山
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た


